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研究成果の概要（和文）：　本研究では、植民地朝鮮における初等教育機関で日本語を「国語」として教育する
ために使用された教科書と、社会教育、一般に販売されていた日本語学習書、ラジオ講座のテキスト、新聞連載
の「国語」講座の内容について資料を収集し分析することを目的として研究を進めた。
　初等教育機関で使用されていた教科書については、教科書の本文をデータ化することを終え、テキストマイニ
ングにより、その特徴を論文として公開している。一般に販売されていた日本語学習書については、韓国にわた
って図書館を回ることが実質上困難であったことから、収集していた3種類のテキストを使い、その内容をテキ
ストマイニングにより違いを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to collect and analyze data on textbooks used 
for teaching Japanese as a "national language" in primary educational institutions in colonial 
Korea, and on the contents of Japanese language study books, radio course texts, and serial 
newspaper "national language" courses that were sold to the general public for social education, 
here.
　For textbooks that were used in elementary educational institutions, we have finished converting 
the text of the textbooks into data, and have published a paper on the characteristics of the 
textbooks through text mining. For Japanese language study books that were sold to the general 
public, since it was practically difficult to visit libraries across Korea, we used the three types 
of texts we had collected and clarified the differences in their contents through text mining.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　植民地朝鮮における「国語」としての日本語教材は、時期により、また、学習者の年齢により、教科書に掲載
されている内容が異なることが明らかにできた。つまり、学校教育と、新聞、ラジオ講座では様相がかなり違う
ということである。また、生活に密着しているものから政治的な内容に至るものなど、「日本語」を教育すると
いう単純なものではなく、日本語を使って何をさせたいのか、ということが明確にうかがえる教材が存在するこ
とが明らかになった。
　ただ、それに対応するのに十分な語学教育のための知見が少なかったためか、試行錯誤が繰り返されていたこ
とが、新聞連載講座では顕著にみられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式  Ｃ−１９、Ｆ−１９−１（共通）  
 
 
１．研究開始当初の背景 
本「植⺠地朝鮮における⽇本語教育〜計量⾔語学的⼿法から⾒る学校教育と社会教育との連
携」に関する研究は、従来、学校教育では教材の内容に対する分析を扱った研究が多くみられる
⼀⽅、ラジオ講座に関する研究はなく、新聞連載に関する研究も⾒当たらない状況であった。 
 
２．研究の目的
 本研究では、植⺠地朝鮮における「国語」としての⽇本語教育について、学習者の異なりが教
材の異なりにどのように反映しているのか、を、年齢、⽴場、時期、などから明らかにしていこ
うと考えた。これを明らかにすることにより、⽇本語教育が単なる「強制的」に⾏われたのでは
なく、学習者によって教育内容を変えていた柔軟性のあるものであったことを⽰すことができ
るのではなかろうか。 
 
３．研究の⽅法
 対象とする教材、教科書のすべてをデジタルデータ化し、テキストマイニングの⼿法で内容を
⽐較する。  
 
４．研究成果  
 （１）まず、⺠間で販売されていた「国語」教材三種を取り上げた。『国語教本』『⼀⽇⼀語』
『国語の本』である。  
 本⽂をすべて⼊⼒したうえで、テキストマイニングの⼿法で三種全体の対応分析図を描いた
のが次の図 1 である。それぞれの教材の特徴が使⽤され⽅が語彙の種類によってきれいに 3 つ

に分かれているのがわかる
だろう。これまでの研究では、
軍事的な語彙が多いとか、そ
ういった単純な数値による
違いを⽰すにすぎなかった
が、こうすると、どのような
語彙が多く使⽤されている
のか、ということをより視覚
的に明確に把握することが
できる。  
 「軍事的な」という語彙の
カテゴリ化をしたうえでの
⽐較も試みた。図 2がそれに
あたるが、このコーディング
の作業が非常に困難である
ことが研究を進めていく過
程で明らかになった。  
 その理由は、学校教育と社
会教育との間で共通のコー
ディングルールを決めるに
は、語彙の偏りが⼤きいとい
うことであった。  

 つまり、これらは社会教育と
いうことで切り取れるが、学校
教育で使⽤された教材である
場合、軍事的な語彙は低学年で
は非常に少なく、⾝近な⽇常会
話に終始する⼀⽅で、⾼学年に
なると、軍事的な語彙が増える
という中、このコーディング作
業をしてしまうと、低学年では
教えている語彙のバラエティ
が極めて限定されているとい
うことである。  
 ただ、それは新たな発⾒でも
あった。学習者によって教育さ
れる内容、与えられる語彙が⼤
きく異なるということを前提

図 1  

図 2  



に、他の教材の観察を⾏うことができたからである。  
（２）次に、新聞連載とラジオ講座との関連である。表 1は、『毎⽇新報』の 1940年 1⽉ 1⽇か
ら 1945年 8⽉ 15⽇までの紙⾯を全て確認し、どのような「国語」教育の連載が⾏われているか
を確認したものである。朝鮮半島で徴兵制度が実施されるという段階で多⽤な講座が展開して
いるのがわかる。新聞連載の講座はすべてカード化し、データ化が進⾏中である。  
 

表 1 

 
 
（３）まとめ  
 本研究では、データ化できたものから論⽂として公開しているが、学校教育は 6年、ラジオ講
座は半年などの期間が決まっているのに対し、新聞のほうでは特に決まった期間の連載が⾏わ
れているわけでもないことから、計画的な教育にならない場合が多かったことが⾒えてきてい
る。学校教育では、異本の存在からどの教科書に基づいてデータ分析を⾏うか、また、上述した
ようなコーディングのカテゴリーの策定に今後も検討が必要という認識を持った。市販化され
ていた教材については、所蔵場所や書名は数点把握しているので、調査を進めていきたいと考え
ている。新聞掲載の講座については、概略を把握することができた⼀⽅で、詳細を検討すること
ができていない。今後の課題である。  
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